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「上毛高原駅を核としたまちづくり構想」の策定方針(案) 

 

【背景】 

 ・上毛高原駅の駅名をコロナ後のインバウンド戦略に向け地域固有の名称に変更しようとする 

署名活動を伴った活発な活動が展開されてきた。 

 ・新幹線の駅名変更は前例として 1 件あるのみで、この実態を鑑みると地域住民の理解をはじ 

  め広域的な視点からも共感出来る取組が必要となる。 

 

【今後の取組】 

 ・地域づくりの視点としては、上毛高原駅を核としたまちづくりを描くことが必要である。 

そのため、町長は「上毛高原駅を核としたまちづくり構想」の策定を関係者による策定委員 

会に諮問するものとする。 

・町長はその答申を受け、「上毛高原駅を核としたまちづくり構想」の実現ととともに、構想に 

相応しい駅名の選択と変更に取り組むものとする。 

 

【策定体制】 

 ・上毛高原駅を核としたまちづくり構想策定委員会（同左策定委員会設置要項） 

 

【関連する計画や施策等】 

 ○計画・構想 

  ・みなかみ町観光振興計画（2013.3） 

  ・第 2 次みなかみ町総合計画（2015.2） 

  ・第 2 期まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020.4） 

  ・みなかみ町都市計画マスタープラン（2020.8） 

   

【構想の骨子】 

  １．上毛高原駅と他の新幹線駅の周辺地域の現状 

   ①利用状況（利用者、ダイヤなど）     

   ②駅周辺の土地利用の状況 

   ③比較駅 

    ・安中榛名駅（北陸新幹線） 

    ・佐久平駅 （同上） 

    ・那須塩原駅（東北新幹線） 

        

２．上毛高原駅周辺地域の課題 
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  ３．上毛高原駅を核としたまちづくりの提案 

   ①ハード事業 

   ②ソフト事業 

  

【スケジュール等】   

  ○上記構想の骨子１～３策定期日目標 

   ・令和 3 年 10 月～令和 4 年 3 月 

 

  ○策定員会の開催頻度 

   ・月１～２回 

 

  ○開催方法 

   ・全委員対面による会議方式を基本とする。 

   ・委員は関係者の意見の集約に努め委員会において発表する。 

   ・委員会は必要に応じてゲストをお招きし、意見を聞くこととする。 

 

【その他】 

  ○会議内容はホームページに掲載し委員相互等の共有を深める。 
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